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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

九
四

　

高
尾
山
は
東
京
都
八
王
子
市
に
あ
る
標
高
約
六
百
メ
ー
ト
ル
の
山
で
あ
る
。

都
心
か
ら
西
へ
約
五
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
電
車
で
一
時
間
、
多
く
の
ハ
イ
カ
ー

が
訪
れ
る
高
尾
山
は
、
近
年
、
著
名
な
旅
行
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
取
り
上
げ
ら

れ
た
こ
と
が
人
気
に
拍
車
を
か
け
、
登
山
者
数
が
日
本
一
に
な
っ
た
と
い
う

ニ
ュ
ー
ス
は
記
憶
に
新
し
い
。
こ
の
よ
う
に
行
楽
地
と
し
て
も
広
く
知
ら
れ

る
高
尾
山
で
あ
る
が
、
そ
の
山
中
に
あ
る
髙
尾
山
薬
王
院
有
喜
寺
は
千
二
百

年
前
に
開
山
さ
れ
た
と
い
う
歴
史
を
誇
る
寺
院
で
あ
り
、
近
世
以
来
現
代
に

至
る
ま
で
、
多
く
の
参
詣
者
を
集
め
て
き
た
信
仰
の
山
で
あ
る
。

　

髙
尾
山
薬
王
院
に
は
多
く
の
古
文
書
が
伝
来
し
て
い
る
こ
と
は
江
戸
時
代

か
ら
知
ら
れ
て
い
た（
１
）。
そ
の
全
体
的
な
概
要
が
初
め
て
把
握
さ
れ
た
の
は
昭

和
三
十
五
年
度
に
東
京
都
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
「
浅
川
流
域

文
化
財
総
合
調
査
」
で
、
近
世
文
書
二
千
点
あ
ま
り
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
そ
の
後
二
十
六
年
を
経
て
、
法
政
大
学
の
多
摩
キ
ャ
ン
パ
ス
が
開
設
さ

れ
た
機
会
に
、
地
域
社
会
と
大
学
の
連
携
を
図
り
多
摩
の
地
域
文
化
の
発
展

に
寄
与
す
る
と
い
う
目
的
の
下
に
薬
王
院
文
書
調
査
事
業
が
具
体
化
し
、
髙

尾
山
薬
王
院
文
書
調
査
団
が
組
織
さ
れ
た
（
団
長
村
上
直
氏
）。
そ
こ
で
近
世

を
中
心
と
し
た
二
五
七
三
点
の
古
文
書
に
つ
い
て
、
昭
和
六
十
一
年
度
か
ら

六
か
年
に
及
ぶ
調
査
・
分
類
・
史
料
集
の
刊
行
が
行
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
平
成
十
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
た
東
京
都
教
育
委
員
会
に
よ
る
調
査
で
、

新
た
に
近
代
文
書
を
中
心
と
す
る
一
七
六
六
点
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
現
在

ま
で
に
四
千
三
百
点
以
上
の
古
文
書
の
伝
来
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
本
書
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
て
、
本
書
の
著
者
外
山
徹
氏
は
、
髙
尾
山
史
に
長
年
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
研
究
者
で
あ
る
。
本
書
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
法
政
大
学
に
よ

る
史
料
集
刊
行
が
開
始
さ
れ
た
頃
か
ら
研
究
に
取
り
組
み
始
め
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
か
ら
、
髙
尾
山
と
の
関
わ
り
は
二
十
年
以
上
に
及
ぶ
と
い
う
点
に

ま
ず
敬
服
し
た
。
本
書
か
ら
は
、
蓄
積
さ
れ
た
研
究
成
果
と
と
も
に
、
氏
の

髙
尾
山
史
研
究
に
対
す
る
静
か
な
内
に
も
熱
い
学
究
的
な
情
熱
を
感
じ
さ
せ

ら
れ
る
。
そ
れ
を
こ
こ
で
巧
み
に
表
現
す
る
力
量
を
、
残
念
な
が
ら
筆
者
は

も
ち
あ
わ
せ
て
い
な
い
が
、
ご
叱
正
を
覚
悟
の
う
え
、
ご
労
作
の
一
端
な
り

と
も
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
筆
を
執
っ
た
。
な
お
、
本
書
で
は
、

自
然
地
形
と
し
て
の
高
尾
山
と
区
別
す
る
意
味
で
、
薬
王
院
の
山
号
で
あ
る

「
髙
尾
山
」
を
使
わ
れ
て
い
る
の
で
、
筆
者
も
準
拠
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

　

ま
ず
、
本
書
の
目
次
を
記
し
て
構
成
を
示
し
、
次
に
そ
の
内
容
に
つ
い
て

概
要
を
紹
介
し
た
い
。
た
だ
、
紙
幅
に
か
ぎ
り
が
あ
る
の
で
、
ご
く
簡
略
な

紹
介
に
と
ど
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
き
た
い
。

　

序　

―
髙
尾
山
研
究
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
―

第
一
章　

古
代
・
中
世
か
ら
近
世
初
頭
の
髙
尾
山

　

一　
「
髙
尾
山
縁
起
」
に
記
さ
れ
た
時
代

	
行
基
に
よ
る
開
基
伝
承
／
醍
醐
寺
俊
源
の
来
山
／
飯
縄
大
権
現

外
山
徹　

著

『
武
州
髙
尾
山
の
歴
史
と
信
仰
』

	

玉
井　

ゆ
か
り
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九
五

書
評
と
紹
介 の

感
得
／
法
流
の
継
承
と
飯
縄
信
仰
に
対
す
る
認
識

　

二　

中
興
伝
承
の
頃
の
髙
尾
山
周
辺

　

三　

戦
国
期
の
髙
尾
山

	
北
条
氏
康
に
よ
る
薬
師
堂
修
復
料
寄
進
／
北
条
氏
照
と
髙
尾
山

　

四　

近
世
初
頭
の
髙
尾
山

	

徳
川
氏
の
関
東
入
府
と
髙
尾
山
／
寛
永
の
髙
尾
山
再
興

第
二
章　

髙
尾
山
信
仰
の
展
開

　

一　

髙
尾
山
信
仰
の
概
観

	

戦
国
期
か
ら
江
戸
前
期
／
享
保
期
に
お
け
る
活
性
化
／
宝
暦
・

天
明
期
に
お
け
る
寺
勢
の
興
隆

　

二　

髙
尾
山
の
祭
祀

	

薬
師
如
来
／
飯
縄
大
権
現
／
弘
法
大
師

　

三　

人
々
が
求
め
た
現
世
利
益

	

護
符
に
見
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
／
病
気
平
癒
／
蚕
守
護

　

四　

髙
尾
山
と
富
士
信
仰

	

富
士
山
の
遙
拝
所
／
戦
国
期
の
富
士
浅
間
勧
請
／
富
士
講
と
髙

尾
山

第
三
章　

髙
尾
山
信
仰
圏
の
構
造

　

一　

髙
尾
山
信
仰
圏
の
形
成

	

髙
尾
山
周
辺
の
交
通
路
／
信
仰
圏
構
造
の
想
定

　

二　

周
辺
地
域
に
お
け
る
髙
尾
山
信
仰

	

麓
村
々
／
八
王
子
宿

　

三　

関
東
西
部
・
甲
斐
国
東
部
へ
の
信
仰
圏
の
広
が
り

	

信
仰
圏
の
延
伸
／
江
戸
田
舎
日
護
摩
講
中
／
日
護
摩
講
中
に
見

る
檀
家
の
分
布
／
護
摩
札
取
次
の
実
相
／
取
次
者
の
数
的
分
布

第
四
章　

護
摩
札
配
札
と
信
仰
圏
の
拡
張

　

一　

髙
尾
山
の
護
摩
札
配
札

	

文
化
六
年
「
江
戸
田
舎
日
護
摩
講
中
元
帳
」
／
取
次
が
支
え
た

配
札
活
動

　

二　

護
摩
札
配
札
の
実
態

	

髙
尾
山
周
辺
／
川
越
・
中
山
道
筋
／
甲
斐
国
郡
内
地
方
／
江
戸
／

相
模
国
北
部

第
五
章　

講
活
動
と
開
帳

　

一　

講
活
動

	

江
戸
田
舎
日
護
摩
講
中
／
江
戸
の
講
中
／
個
々
の
人
間
関
係
か

ら
「
地
縁
」
へ
／
農
村
の
代
参
講
／
そ
の
他
の
講

　

二　

髙
尾
山
信
仰
を
支
え
た
人
々

	

講
元
・
取
次
宿
／
民
間
宗
教
者
／
先
達
／
御
師
の
不
在

　

三　

髙
尾
山
の
開
帳

	

居
開
帳
／
江
戸
中
期
に
お
け
る
活
発
な
居
開
帳
／
江
戸
出
開
帳
／

出
開
帳
の
現
実
／
明
治
期
の
東
京
出
開
帳

第
六
章　

名
所
と
し
て
の
髙
尾
山
像
の
形
成

　

一　

参
詣
者
を
迎
え
る
諸
施
設

	

髙
尾
山
の
諸
堂
宇
／
鳥
居
の
建
立
／
唐
銅
五
重
塔
／
宿
坊
／
薬

王
院
に
お
け
る
食
事
事
情
／
茶
屋

　

二　

山
内
名
所

	
髙
尾
十
勝
／
山
上
の
名
所
／
表
参
道
沿
い
の
名
所
／
琵
琶
滝
川

付
近
の
名
所
／
琵
琶
滝
／
蛇
滝
の
開
発
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法
政
史
学
　
第
七
十
八
号

九
六

第
七
章　

髙
尾
山
と
巨
大
都
市
江
戸

　

一　

支
配
体
制
へ
の
対
応

	
寺
院
法
度
に
よ
る
取
締
／
寺
院
本
末
制
度
と
髙
尾
山
／
中
本
寺

と
末
寺
・
門
徒

　

二　

徳
川
将
軍
家
と
の
儀
礼

	

将
軍
か
ら
の
寺
領
の
下
附
／
寺
領
朱
印
状
改
め
／
将
軍
へ
の
拝

謁
と
寺
院
の
序
列
／
年
頭
御
礼
／
将
軍
の
代
替
御
礼
／
江
戸
城

登
城

　

三　

江
戸
に
お
け
る
髙
尾
山
信
仰

	

江
戸
に
お
け
る
布
教
活
動
／
薬
王
院
の
江
戸
出
府

　

四　

武
家
に
よ
る
信
仰

	

上
杉
謙
信
と
髙
尾
山
／
紀
伊
徳
川
家
に
お
け
る
放
生
会
奉
納
／

代
々
紀
州
家
当
主
の
帰
依
／
紀
州
家
祈
祷
所
廃
止
と
再
興
／
尾

張
徳
川
家
／
護
摩
檀
中
の
諸
大
名
／
旗
本
ク
ラ
ス
の
護
摩
檀
家

第
八
章　

経
済
基
盤
と
経
営

　

一　

髙
尾
山
の
経
済
基
盤

	

後
北
条
氏
に
よ
る
寺
領
寄
進
／
徳
川
幕
府
に
よ
る
寺
領
安
堵
／

朱
印
地
以
外
の
所
持
地

　

二　

薬
王
院
の
寺
院
経
営

	

寺
務
を
担
っ
た
人
々
／
地
中
百
姓
／
近
隣
の
村
々
が
担
っ
た
役

割

第
九
章　

近
代
へ
の
展
望

　

一　

神
仏
分
離
と
髙
尾
山

	

明
治
新
政
府
の
神
仏
分
離
令
／
廃
仏
毀
釈
の
嵐
／
寺
院
と
し
て

の
存
続

　

二　

近
代
の
髙
尾
山
信
仰

	

明
治
初
期
の
髙
尾
山
信
仰
／
信
仰
活
動
の
低
調
／
明
治
中
期
の

髙
尾
山
信
仰

参
考
文
献

お
わ
り
に

　
「
序
」
の
冒
頭
に
お
い
て
著
者
は
、「
一
連
の
研
究
が
目
指
す
遠
い
と
こ
ろ

に
あ
る
目
標
は
、
社
会
に
お
い
て
宗
教
が
果
た
し
て
い
る
役
割
の
解
明
で
あ

る
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
本
書
に
つ
い
て
、「
主
に
江
戸
時
代
の
後
期
を

時
期
的
な
対
象
と
し
、
宗
教
活
動
と
い
う
非
常
に
多
岐
に
わ
た
る
営
為
の
中

で
も
、
社
寺
参
詣
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
に
つ
い
て
、
主
に
寺
社
側
の
動
向
か
ら

分
析
を
試
み
よ
う
」
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
各
章
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

　

第
一
章
は
行
基
に
よ
る
開
基
伝
承
の
時
代
（
天
平
十
六
年
）
か
ら
書
き

起
こ
さ
れ
て
い
る
が
、
薬
王
院
文
書
の
中
に
は
一
次
史
料
と
な
る
も
の
は

一
五
〇
〇
年
代
後
半
を
待
た
な
い
と
残
存
し
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
寛
延
年

間
の
年
次
を
持
つ
「
縁
起
」
を
検
討
し
な
が
ら
近
世
初
頭
、
寛
永
期
の
再
興

時
ま
で
の
髙
尾
山
通
史
の
構
築
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。
戦
国
期
の
髙
尾
山
は

後
北
条
氏
と
関
係
が
深
く
、
北
条
氏
照
に
よ
る
寺
領
の
寄
進
は
有
名
で
あ
る
。

し
か
し
後
北
条
滅
亡
後
の
髙
尾
山
は
最
も
困
難
な
時
代
に
突
入
し
、
寛
永
期

の
堂
宇
再
建
、
寺
勢
の
復
興
の
時
期
ま
で
は
髙
尾
山
史
も
霧
の
中
に
隠
れ
て

し
ま
う
と
い
う
。

　

第
二
章
で
は
史
料
が
残
存
す
る
よ
う
に
な
る
戦
国
期
以
降
の
髙
尾
山
の
信
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九
七

書
評
と
紹
介

仰
に
つ
い
て
、
薬
王
院
文
書
や
山
麓
の
石
川
家
の
日
記
と
い
っ
た
史
料
、
さ

ら
に
は
信
者
に
配
ら
れ
た
護
符
な
ど
を
手
が
か
り
に
し
て
、
祭
祀
さ
れ
る
神

仏
や
さ
ま
ざ
ま
な
利
益
か
ら
読
み
解
い
て
い
る
。
こ
こ
で
筆
者
が
非
常
に
興

味
深
く
思
っ
た
の
は
、
薬
王
院
の
本
尊
が
薬
師
如
来
（
本
尊
と
明
記
し
て
い

な
く
て
も
、
行
基
の
開
創
伝
承
で
は
薬
師
如
来
を
祀
っ
た
と
あ
る
）
か
ら
飯

縄
大
権
現
へ
と
変
わ
る
経
緯
で
あ
る
。
い
や
、
経
緯
は
明
確
に
わ
か
ら
な
い

が
、
近
世
初
め
に
は
飯
縄
大
権
現
が
信
仰
の
中
心
に
据
え
ら
れ
た
と
い
う
史

料
か
ら
の
解
明
で
あ
る
。
飯
縄
信
仰
に
つ
い
て
は
筆
者
は
知
識
不
足
で
あ
る

が
、
薬
王
院
が
戦
国
末
期
か
ら
近
世
初
頭
に
か
け
て
寺
勢
衰
退
し
、
寛
永
期

頃
に
復
興
を
果
た
す
こ
と
と
飯
縄
信
仰
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
は
さ
ら
に
深

く
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

第
三
章
と
第
四
章
で
は
髙
尾
山
の
信
仰
圏
の
形
成
や
そ
の
構
造
、
さ
ら
に

関
東
一
円
へ
の
信
仰
圏
の
拡
大
に
つ
い
て
、
薬
王
院
文
書
、
特
に
「
江
戸
田

舎
日
護
摩
講
中
元
帳
」
と
い
っ
た
史
料
か
ら
解
明
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

髙
尾
山
に
限
ら
ず
、
護
摩
札
や
種
々
の
護
符
を
信
者
に
配
布
し
、
そ
れ
に

よ
っ
て
信
仰
圏
を
広
げ
て
い
く
寺
社
は
数
多
く
あ
っ
た
。
関
東
地
方
で
も
相

模
大
山
、
武
蔵
御
嶽
山
な
ど
の
配
札
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
も
多
く
な
さ
れ

て
い
る
が
、
配
布
の
役
を
担
う
の
は
主
に
「
御
師
」
と
呼
ば
れ
る
宗
教
者
で

あ
る
場
合
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
髙
尾
山
で
は
「
御
師
」
の
存
在
は
確
認

で
き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
的
な
護
摩
札
の
配
札
が
行
わ
れ
て
い
た

の
で
あ
る
。
で
は
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
て
い
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
が
、
第

四
章
か
ら
第
五
章
で
解
明
さ
れ
て
い
く
。

　

こ
こ
が
ま
さ
に
髙
尾
山
の
信
仰
圏
形
成
と
そ
の
拡
大
、
維
持
を
構
造
的
に

考
え
た
際
の
最
も
大
き
な
特
徴
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
し
て

こ
れ
は
、
戦
国
期
か
ら
近
世
初
頭
に
お
け
る
髙
尾
山
の
歴
史
と
も
関
わ
っ
て

く
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
信
仰
圏
の
問
題
は
本
書
の
前
半
に
お
け
る
重
要
な

部
分
で
あ
る
か
ら
、
具
体
的
な
内
容
は
本
書
に
ま
か
せ
た
い
と
思
う
。

　

第
五
章
で
は
前
述
の
護
摩
札
配
札
と
講
活
動
の
関
わ
り
に
加
え
、「
開
帳
」

に
つ
い
て
実
施
主
体
＝
髙
尾
山
側
か
ら
の
史
料
に
よ
る
分
析
が
行
わ
れ
て
い

る
。

　

第
六
章
は
髙
尾
山
内
に
参
詣
者
向
け
の
施
設
や
、
所
謂
「
名
所
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
な
場
所
が
整
備
さ
れ
て
い
く
動
静
に
つ
い
て
、
薬
王
院
文
書
か
ら

い
く
つ
か
例
を
あ
げ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

第
七
章
で
は
髙
尾
山
に
と
っ
て
江
戸
と
い
う
大
都
会
が
ど
の
よ
う
な
意
味

を
持
っ
て
い
た
の
か
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
考
察
さ
れ
て
い
る
。
江
戸
の
抱

え
る
庶
民
の
人
口
は
周
辺
の
寺
社
に
と
っ
て
重
要
な
経
済
基
盤
で
も
あ
り
、

寺
社
参
詣
の
隆
盛
を
支
え
る
存
在
で
あ
っ
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
ど
ん
な

に
信
仰
を
得
よ
う
と
も
寺
社
は
徳
川
幕
府
の
支
配
政
策
に
組
み
込
ま
れ
た
存

在
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
薬
王
院
文
書
の
中
の
幕
府
の
寺
社
支
配
に
関
わ

る
史
料
に
よ
り
、
寺
社
参
詣
と
政
治
支
配
と
の
関
わ
り
を
検
証
さ
れ
て
い
る
。

　

第
八
章
で
は
髙
尾
山
の
経
済
基
盤
と
経
営
に
つ
い
て
、
土
地
（
寺
領
）
と
、

寺
務
を
担
っ
た
人
々
と
い
う
二
つ
の
側
面
か
ら
解
明
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
書
で
は
江
戸
期
ま
で
の
髙
尾
山
史
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
角
度
で
の
解
明
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
最
後
の
第
九
章
に
お
い
て
、
近
代

へ
の
展
望
と
し
て
明
治
中
期
ま
で
の
動
向
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
明
治
初
期

の
神
仏
分
離
政
策
は
、
宗
教
界
の
み
な
ら
ず
各
方
面
に
多
大
な
影
響
を
与
え

た
が
、
髙
尾
山
で
は
寺
院
と
し
て
存
続
す
る
道
を
選
択
し
た
。
こ
の
と
き
の

史
料
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
の
個
人
的
な
関
心
と
し
て
は
、
こ
の
間
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八

の
事
情
に
つ
い
て
も
う
少
し
知
り
た
い
と
い
う
感
想
を
持
っ
た
。

　

以
上
、
本
書
の
構
成
と
概
略
を
述
べ
て
き
た
。
筆
者
の
知
識
と
理
解
の
不

足
か
ら
正
確
に
伝
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
か
と
思
う
が
、
著
者
の
ご
寛
恕

を
請
う
次
第
で
あ
る
。

　

本
書
で
は
薬
王
院
文
書
を
中
心
と
し
た
史
料
の
分
析
に
よ
り
、
寺
社
側
の

視
点
か
ら
総
合
的
な
髙
尾
山
信
仰
史
の
提
示
を
試
み
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の

史
料
が
残
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
長
い
年
月
の
間
に
う
け
た
火
災
な
ど
に
よ

り
、本
書
中
に
も
「
日
次
記
的
な
記
録
類
は
ほ
と
ん
ど
残
っ
て
い
な
い
た
め
に
、

通
史
的
な
記
述
を
困
難
に
し
て
い
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
制
約
下
に
お
い
て
も
地
道
な
史
料
の
分
析
か
ら
髙

尾
山
史
を
解
明
し
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
姿
勢
は
本
書
に
通
底
し
て
い
る
も
の

で
あ
り
、
筆
者
は
敬
服
す
る
ば
か
り
で
あ
る
。
今
後
は
信
仰
主
体
と
な
っ
た

人
々
の
側
か
ら
の
視
点
を
加
え
た
、
さ
ら
に
深
化
と
広
が
り
を
持
つ
髙
尾
山

信
仰
史
が
提
示
さ
れ
る
こ
と
と
思
う
。

　

最
後
に
世
俗
的
な
感
想
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
け
ば
、
本
書
を
通
読
し
た

後
、
ぜ
ひ
と
も
髙
尾
山
を
訪
ね
た
く
な
っ
た
。
そ
の
と
き
は
薬
王
院
の
諸
堂

を
巡
り
旧
跡
を
見
学
し
て
、
さ
ら
に
、
今
は
途
絶
え
た
過
去
の
名
所
に
も
足

を
伸
ば
し
て
み
た
い
と
思
う
。

　

註
（
１
）　

村
上
直
「
髙
尾
山
薬
王
院
文
書
に
つ
い
て
」（『
近
世
髙
尾
山
史

の
研
究
』
名
著
出
版　

一
九
九
八
年
）
一
七
頁
～
二
七
頁

（
二
〇
一
一
年
十
一
月
刊　

Ａ
５
判　

二
一
二
頁　

定
価
五
千
円
＋
税　

同
成

社
）
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